
121.昭和58年度

県指定文化財の紹介

その 3

有形民俗文化財(県指定)
1.貫井の木地屋用具と製品 25.'.~ 

所約Et也 大津市石山南郷町l潟の平1006番地

F斤有者滋f(県
所有者の住所大津市京mrl但丁目 1番 1号

将まJi Jl'tJI説

品目及び形状 ヨト;資料 /1先代まで木地底を織としてい

た、大津市総川1・I井町のi翠チ1:輿IlqHrS氏より 、lhLへ寄!閉
されたむのである。 11・弁{止氏子~~j・椴{永i目i寺町雌谷)

によると、天保 3.1['-以降村名をあらわし、近代まで木

地底を続けた村である。木地の生産工f'~は、①サキヤ

マ、②木J也挽き 、③検物の 3段階に大きく分31nされ、

木地箆独向の仕事/1②にあるが、CD@L木地底が従事

することがある。①I立原材を係I収し、1，?tや備のとれる

大きさにアラキドリすること、②/j:手斧やキザミで"JIJ

1 ロクロにかけて木地力nI し 、 ③l;ti~ r. ìIîRて怯倹リ

し完成する。本資料はこのうちの②に相当する。

(，'iI，'t'l)木地民間具のrl'心/;1:ロクロであるが、これを

含めキザミ 、*J也鈎、キサギなどの刃が鉄てのあるほか

は山中の初氷を利用したもので、 ~1:部分の主製苦11/ま鍛

冶践の製作にかかるが、鈎のJ.J付lすぐらいは木地経が

足挽きロクロ(二人挽 きもできる )

向分でしたという。

(Jf3状〕ロクロは手娩さロクロに比べて指111米が鍛〈 、

中火に対¥Jf3の火があいているところが特色で、制に司き

いた娩き級lを穴から下へ垂らし 、その問織にとりつけ

た絡み板を交互に踏んて市11を反復回転させ、一人で操

作できる改良却で、回転j率J立を向1:13に調節できる手IJ点

をもっていた。これは手挽きロクロよリ~~f:いので、 灯、

木を求めて修動するトマリヤマIこ使用した。キザミ、

カンナ、キサギ、ウマ、カ夕、 ミゾトなども木地底独

特の遊具で、カンナ{主総鈎の変化したものという。

25/，':の内訳{まロクロ l、キザミ i、カンナ 5、キサ

ギ3、ノミ l、ウマ 1、カタ 3、ミゾ ト2、 トイシ 1、

トピ1、後続Z航、玉F縦 2摘、凶つ'ifi;.tJ2 tliIJである。

製作年代 ロクロ /i手挽さロクロから/)(111ロタロへ移

行するまでの|時期に泌する。したがって、足技き(一

人挽 き)も手挽き(二人挽き)もできる。他の!日JZLは

手扱きロクロと問機て¥例々の道具そのものの製作は

新しくとも、技法においては近世:はむちろんそtl以上

にi!HlHるらのと忠、われる。

2.朽木の木地屋用具と製品 117点

所千じI也 河!::j ~m朽木村大宇野氏478添.ll!!22

所有者約木村

所有名の住所 高ぬ~m桁木村大字市場6041'存地
ぬ
叫

出
州

ぜ
』
巴e

'J' 

ιuHn 
't''
 ，'iI，'e'(&び!形状 木地尽には楓:悩防1;、杓子。flj、f食物r，fli、

ワ | 物r.ili などあって 、 何*tì-には麻生をはじめ 、 ，Iï~昼 、

岩瀬、能家、t古前りjなど各所にi欣イ1:した。本資料1;1:桁

木村教育委員会がこれら桁水谷からti，壊したものであ

る。

( "'f'1't)ロタロは 11レミの一村で'I~k床を作り 、 キ'(I I / j;ミ

ネパリと も叶磯村をF和、る。氷点ロクロの中liJl:t;副lをは

じめ鉄部分が多L、。また、木地製品!立主にmt淡樹林を

伐M，して原材を奴i似し たといわれるが、lUによって樹

純も災なるため、その土地にあるj引オを干IJmした。十リ

木谷(木地1.]1)では、縦t":t>il礼王より伐係自由を公認さ

れたと{主~ifくする六 .f'oflの本というのがあるが‘ これ以外

の木む初期されたものと忠われる。

〔形状〕ロクロは U~1: }\'!のー付で、 相11/)1.の，~II受 /i削孫

し 、 術11光の ，納受{ま二村ではさみ 、 4~h は後 7 cm、長さ80

crnの仲状である扱:き桝を欠〈 。水'Ji.ロクロの制11立、物11

に木~~の鎗が 2 例とリつけられてあるが、 前部に 7J(!II
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のスベり皮(ベルト)をかけ|司転させ、

後者11にかけかえる と逆転して-11年停止。し、

はずすと完全休、11:した。ハツリチョンナ

やウス 7リチョンナli土地の鍛冶度が製

作したtll米な作リである。また粥花の文

織をつけた菊盆は朽木愈を代表するもの

である。裂品は俗、盆、朕などのように

ロクロを使用したものと、木地然、杓子

などのように手守1)りだけのものとがあリ、

すべてにロクロを使用したのではない。

117点の内容は口デロ 1、水準ロタロ

グ〉事Ibl、カンナ l、ハツリチ ョン十 2、

ウス 7')チョ ンナ 1、カ71、半製品翁:

2・f本3、汁口銚子 2、総食 2、役 l、

)U活i3、線 l、木J也鉢 1、fi{寸き怖 2、

l吸物 腕18、惣椀70、杓守(手考IJ1) ) 2、杓

子(口7ロ使用)2、御仏HEさん lである。

裂作年代 木地応用呉と製品の製W.iJ'代

iJ;不祥弘がら、かつて使用されてきた消

;jiL~，であるためそ う古いものではなし ・。

せいぜいjl[i!!;後期か末期のものて'あろう。

しかし、その形態や刑法におドては中世

さらにはそれ以前へと遡リうる聖書業を L

ヮており、考古やのLlJ-1:.1'1， とよじ1絞~れる

べきものである。 たfこ7](11].ロクロの刺1

は、近代になってロクロが念、述に変化発

ロ ク ロ

迷し、 &}J7J 1じする過伎を知ることのできる資料で、大 で奴がJ反りを見せ、銃、太鼓、体娠が腕る。翻は将殿

正争/JJ~.月以 |泳のむのである。 の術、神明日.の前、事1'社を 11'.て r~ ぱんぱ、下のお旅所、

無形民俗文化財(県選択) や1'社の Þlf~で~I白る 。
1 _集権寺のちゃんちゃニ蹄附、奴振

保存凶休 日主化iぞ'f:'j:与を?刻:
月i.:(，: J也 øt存者Il凶i主~* I町築制守 下甑滞納I社内

内容l止ぴrn米 〔内容〕ちゃんちゃこ腕は太銭的自のー・

磁で、理IJ に花~?H前といい、これが正式名称とらいうが、

花笠約百のWf'.fifl;は恨IJ?-ifJが花主主をかぶることによる 。 ちゃ

んちゃこの3再建m不祥であるが、おそらくおJ:.ITの拍 f

からきたものと思わil.る。

~lfIる場所 1111数

大 1"1 
将殿lIIi 5 

N' (明日. 3 

，'，ぱんぱ 3 
(f車:長年前)

お旅 J骨

や11 ~i 3 

目前め1，#1;(1時はf也にi，!j乞ilTlがあリ:会Z()llh)

おIとめf冊
必礼抑制、f'1¥害時的刷、13才;i叶師、四ーI-i革
~lfI，絞め抑

M;i干の納、 H~ 1j~lr，またはtt\~t側、ね+旨f幅

J， :~'の制、 j埠礼的断、 3慢の~I!I

111~子的的、大j4村 1 ~ifi 、 :Ï，(\Q') ~m

戦抑制、止まへり ~Ifi、巻物~IO (ζの3徐を
i;事L巡 しの~lfI りとも、ヮ )

奴{反i手、江戸時代の大名行列をはなやかにした奴の (2)役名 ・扮装 ・楽総 太政打 iま、頭に赤熊をかぶり、

姿を flJ~足するもので、伝象地はi!i:i工吸法と越iiij敦れと 浴衣地の十111なし、 )1要までの主ド務物をよ恐慌:でしめ、手rp

を総 ~):街道(ì栄J反Al&、のちに新進野越)筋にある n をつける。下衣にはよ良い股引、u.r立脚本1'，'1'
側、It足袋、

(1)行事次総 務次総{現有は公氏自!jl)に-!H介して衣 ホ干W:き、 )1旬前で綿太鼓をつけ、問手に然竹の符をも

袋をつけ、勢摘いして下見~'~i主神社へIf，)かう。行列は奴 つ。 'i 'fに丸~1i 3本と鮫11骨を負う。

娠が先で~.雨が統〈。行事IJ の nlHIヂ 1:1: 、 先頭が前紋(鉄総 持娠は太波打と同じ衣装で、)L街を背負い 、手に!援

を持つ~~樹) 、 似娠は長ì)l 人、先箱 2 人、毛総 2 入、 千4・51の終(キネと Lいう)を持つ。ザf犬がなる。
.吠'.).'，

立傘 ・ 台傘各 1 入、大ï~ 4入、鉄1i1!l4人(現存はJ1e.tJニ)、 鉛:rfli ，)0fi巾をかぶ り 、中tR子に JJ~'m: 、 ，"f.'， い JJ量引、山

総 ・ ~~:各 1 人、協はitl:2入 、 太鼓 2 入、 f判長 2 人、イヒ 立j問l紗、 '11掛け足袋、 l;a:.1tlをはき手に鉦と将をもっ。

j'H 入、後十よ 2人である。 まず大IJlJ (中ぱんぱともい 花笠だけは娘がなる。 lt~をかぶり 、 浴衣にそろい

う)でお花の附を何時。石鳥Tf!~'をくぐってから社前ま の，mをしめ、赤い1Jiilli、自足袋、男物以絞をはじ手
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にliH.をらつ。花笠の縁から五色の布を

iJI1らす.

民刀奴と大弓奴は匝~笠をかぶり、長Zf

物に紋十]'f~羽織、然い手rp 、脚林、 "1J込

袋、市干11まさ、 IJ裂に大小の刀をさす。

先制奴、も伶奴、立傘奴、 7守司王奴など
は" " 

i阜、 1I寝下までの法被に僚をしめ、後11曜に

小刀をさす.J設い中脚斜士、了存続をはく .

11・3貝取、そF凶らは'1l折笠をかぶり、白

t、浴衣、伴、 [1足袋、務総で、燃に小刀

をさす. l'l'庇i~Iま扇子 、 'n問 11 ~たはをも

つ.

(3):日kl)i;J 歌詞11七五制またはじじじ li.
iU，¥1で、千十地の1'，;玩を詠みこんだものが多

〈、iIT: 1I 1: ' I ' j91以除のものと ~mil!ll される 。

一例として「お花の~IJ の秋刊を仰げ

る。

“¥1，1見!のお地磁の千築のI{f 1，校{ま伏>.!.で袋{立淀川!の

先11J非の千築の棒、 お花11 六伐の li.業の*~

また'*はるか長けれど お花の制はこれまでよ

(4)ぷ悠 蹴11太妓打、負E打、作娠の 6人カ<rl]紛で問

問lを作り楽絡を打ちながら釘lり、 Plr.;Jをまわる。 S備の
;1Ii.び順は太政、 H~・、鉦、太鼓、仰、 銃。絞め~IO は片Jl事

をっさ、円心に向き合って踊る.1l!IJ w，r，の花笠{ま rÞ~f1を

とりまさ、 t欽にあわせて身休を少し動かす.音頭取 !i

VlfIに加わらない。

奴姑H主事11祈;へ斜i込むとき、先奴をつとめ、長刀奴か

ら周目にうしろの奴が綴りをみせる.先.t1'iやも給などの

受:け~!!.しはない。

(5)組織行事全体の逮営は築制約;.;~';社が行う.宮

沢UU氏子の青年団組紘で18-35オグ)1J子・が加入する.

しかし、奴や釘iには宮若社を終えた巾 ~b参加l できる.

(111 ~~)制や奴娠の由来については不がである。ただ、

山を 11M てた~~.田Tのお:jl時Jl I j:~ い 、 余，;t・IlIHい、に*ii.主v.m
が!よく分布し、また放fi市j也/河内にむ太鋭的がある

が、以iItの大川沿いにはここのみである。すでに県が

選択している余呉町中河内の太政断にも奴mがあり、

いずれも街道筋に蘭しているのと関係があろう.太鼓

打が純H世を背負うのも同じで、余呉町 lニ外生のちゃわ

ん名きでは十このi交の大太滋 L縦 l貯と ~17 とを背負う。ま

た、銃打の衣装li念{ム聖系の鉦IIflまたは変幻1~県内では

問Lj，jを背負い、筒、太鼓、 銀:などをfI.sらしながらi放し

く動〈者を紋下とよんでいるので、これらとの開述を

~jUl!lJ させる。

JI，¥'JUJJ.立ぴ場所 (1時期1)毎年8J1l611 !1:後 11時-91時

頃.もとは 8月17自の例大祭に行っていた.Ain交の官

官に巾のお旅所でパンナラシがあり、 5111J(お花、お

礼、お名所、順礼、終)をfifiる.

ちゃんちゃこ踊 附、奴様

〔場所〕下j孟ilttlllH筑内及び中ぱんぱ下のお旅所など

定められた場所

名勝

1.金剛鎗寺明書摩院庭面

愛知郎会~E町大守.，松尾.'1'874の内4810.0肘

経|南|はlリlぷ院の、I~院の三方にあり、これを似リに入

口からNiに、 l+.i版、w:厄、北長Eと分けると、いずれも

来j(聞の11.1の:r:'l-lfIiを利用した池峰て'ある。作総にi見lする

資料 iよ江戸米JYJのものを除いてなく、ぶではけj雌を悦

山lYJ 、~!胞を江戸初期、北陸を江戸 ' ll~UJ とね:し、南か

ら舶に北へ泌を作っていったと考えているが、後述す

るように、 f，~式的にはごく一部に江戸初期!的な手法も

みられるが、その後、江戸中WIから末期lにかけて完成

されたものとみられる.

rイ企剛給与・ 2むから I明 r~院と庭問に閲する記~I~ を J友

:!?きすると、

別手113 .11'-7 $ド I~i議院将位

;~fr 永 4 {Ii 1陛11"りに若i卑小よリ大縄ilHIl

安政Jt;{I:. J<< f潟へ色々柏木、水'}1:1出11It縫の作縫

をた政 5~I'. Iり1持続改築

安政611~ 古院jjij石灯篭火袋官挑え

万延 2年 iJ/;と山守'，'の北へ大石をすえる

とあり、現イ1:の起はこの頃に完成したものと考えられ

る。ただ、文政 21p、京都の林外記に方i立をδわせた

図があり、これによると 、現花の京総に土泌がillち、

時院が術[i"きになっているが、こ れは当時めJJl.ut図で

はなく、のちにi立作を始めるにあたって作らせたJ'!ll想

図としたい。

次に磁の倣式についてのべる。前h廷はJ盗j絞殺のiI可か

ら山絡を|件|うようにし字形の小池があリ、 3:(iを述ね

て架紛する.伐をII!f.ると鎌倉末期の宝{実印椛(江戸末

期のm:n)が主IIち、山政には石の間からお怖花がtl:f.'-E
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している. って復興運動がおこ t)，Iflftの望月友附が中心となっ

池は護目安 て諸堂宇の修理が行われた.また、この時よリ山科毘

盆(.iEi恵 沙門堂門跡の配下となった.この復興修理を記念して、

元年逮立) 延玄~天初年間に作庭されたと伝えている.

前を絵て 庭{主、感裂のI制l聞に山の斜耐を利用して作られ、門

東証きに絞 よりT!P.裂の玄関へ3iる.ilfir6とは土械で仕切られる。こ

〈。束庭 の土塀は鈎の予状にl闘っていて、金剛鎗寺と同形式な

liill院の がら、経をひきしめる役;1;iJリを供している.北l!の山寄

.iE前にあ りに中島を築き、手n可と山側主へ右紙をかけ、斜蘭に

たり、 3 は大小の石を自己し、よ1Jt;t.山林につながる.l'11裂の建

立が江戸末期らしいことなどから、底にも務下の手直

しがなされているようである。

史跡

方

茶

閤

右

は

雲

。
ら

・氷

る
か
室
一

3.西野水道

()tfHIJ)向付 IIIf六千t'Li~l'吋:大ìilì . 

八ッ岩 ・Ik.f¥i11 ・ ~!fi傾 12 ， 327.69111'

凶貯水道はjLi:iIの rwのiIIlJl"JJとH引まれるi匂さ約 2

金剛輸考明書摩院庭園(北縫)

が張リ出 m 、幅約1.2m 、 U: さ約225m の ，J_j~J:. 1刊の岩燃からなる

し、正而 山風をくリ trいてつくられた~JI・J]<用の岩火である。

奥とtr.方 西型l'I;t.，:::jA lD fjl司有~の商 i幻の j館、余1;:.111 の流械の中ほ

には立石で泌を総iみ、 i也rl1茶ヰ).，，'f')に石組みによる中

山を配するt，'il肉で、奥行きと広がリをもっている。手

前のアカ J柳の内木の胞から中山へ、中ぬから山の斜

I凶へ石紛をかける.$lt(，i I;t.サツキと小訟の純込みで、

上万に松作などの山林が絞<.~ヒ峰にはま工侮の(i木も

あるが、山の約I(，iを.fJJJHした作磁のため許院からは見

えに<<、縫に F')て鋭11するようになっている。池

は紛lい水路で*縫からあ1き、山へTEる小径て'二分さ iL

る。その，tJに泌総があり、山所に行般をかける。池中

には快JII'を思わせるjlHiを冷かべる。北端の池{ま/J、石
の才[約みで、本:トI似の_j'.LI:めをする。

2.函明寺本坊庭園

λ・1..11IPI
'
l{lIIf大宇i也、'j:26 i也午27のJ/'.I654.7m'

i凶'91!j:は7i-伝によると、織IIIf~ 1長による 7(;((1.2年{

1571)の受鰍以|像、iti.fieしていたのを、江戸Hキ代にな

西明寺本坊庭園

どにあって北と西にはn員ヶ徐tlJ系が1111ぴ、余呉川の氾

君主水や近郷の雨水iまことごとく西!貯の低地に流れ込み

溜っていた。そして大IHごとに70haの伐地は湖のよう

になリ、隣村とのilさ米も危険な状態であ った.現-lE

の回目百の字14にli、 fiAetLJ ' r 111 ff，(J 等がみられ、ia
J也同線の畑には蛇が住みつ:.f舵切谷J • r己/脇J'r蛇

悶J • rll'd ç~J 等と I呼ばれていた.

文化 4年(1807)、)Cf誕3~~(J 832) 、同 7 $p (1836)の

大洪水と大飢餓には内野は1'}1滅的な状況になり、西針

充i~l寺住総必荘はこうした惨状を救うには西山を綴り

Yi'き、水道をつくリ、余良川の水を琵琶湖lに流すより

しかないと巧えた.ニうして}ぷ絞め指j停のもとに村人

が主体となリ、~似1l1'iの:f1Jl鮮と扱Jl)J\r受:It天保ll.ij~ ( 

1840) 7 I'J29 LIにli.:r.し、弘化 21)'.(1845} 9 J~ 1日に

水道は完成した。 11己$，~によると、イ7工の労働日数5289

日、付)j人h!.3500人、 l也付からの乎伝い人足 126人を

要し、行工のLZ令その他の紙吹を合わせると 1275jifijと

iきわれている.現イ1:の i刊誌に換f~すると 、約 5 Ü:~問ほ

どになる。このほとんどの令や賦役IHI戸h!.らずの良

家が負担1し、このため熊野の郷抗lから ~tl立木之本町山

梨までの山の肉の

約I商はよとごとく

伐保され、問側も

うi'.;1) i度され責1::1必し
た村だけが銭った

ようである.
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西野水道内部


